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会員の声 （郡市等医師会から）

令和のオリンピック
卓球ニッポン復活なるか

 笠岡医師会副会長　小　倉　由紀夫

　開業してのち40歳ころから学生時代からやっていた卓球を再開し、運動不足解消も兼ねて現在
も週１～２回続けています。
　私の中高時代は、男子では長谷川信彦、伊藤繁雄、河野満の三人が相次いで世界チャンピオン
になり、私の二つ年下の小野誠治も続きましたが、これが卓球王国ニッポンの最後の輝きでした。
その後、長いトンネルに入り、停滞が続いた日本卓球界でした。タレントのタモリに“ネクラ”
スポーツと言われた卓球ですが、かつて卓球の試合は晴天でも体育館に暗幕を張って、ユニフォー
ムも黒か紺（洗濯を繰り返すと汗染みと色褪せでネズミ色になる）を着用という文字通り暗いス
ポーツだったことは間違いありません。
　今は若い選手の成長もあり、マイナースポーツから脱却し、メジャーとはいえないまでもマス
コミ枠も拡大し、国民からの注目度も大きくアップしています。喜ばしいことです。
　この卓球の変化の要因は、日本初の世界卓球連盟会長になった故荻村伊智朗氏が、カラーユニ
フォームとカラーボールを容認してイメージチェンジできたこともそうですが、国内での最大の
ポイントは、福原 愛ちゃんの登場です。幼少から大きくマスコミに取り上げられた天才“泣き虫”
愛ちゃんが順調に成長し国際大会で大活躍、ポイントを挙げた時の“サー”という掛け声も有名
になりました。それに続く選手たち（石川佳純、伊藤美誠、平野美宇、男子では水谷隼、張本智
和など）も結果を出し続けています。
　今年４月ハンガリーで行われた世界選手権では“ミマパンチ”の伊藤美誠ちゃんや“チョレイ”
の張本智和君に打倒中国の期待が大きかったのですが、残念ながら中国選手には１勝もできず全
種目で中国が優勝、日本は銀２つ、銅１つという結果でした。本気の中国はやはり強い、壁は厚かっ
たということです。
　しかし、ジュニアのエリートを一カ所に集めて合宿生活をしながら卓球漬けにして強化する日
本卓球連盟の強化策が奏功し、有望選手が次々と育っています。昨年はＴリーグというプロリー
グも開幕し、岡山リベッツが地元岡山に誕生し、予想以上の健闘で２位になりました。少年少女
の卓球クラブへの入会も増加の一途と聞いています。
　余談ですが、第36回全日本医師卓球大会が昨年東京で開催され、私も参加しました。そこでな
んと東大生クイズ王の水上颯君が東大医学部卓球部員で、私の試合の審判をしてくれました。
　東京オリンピックまであと１年余り、卓球はメダル有望な最も旬なスポーツの一つと言えるで
しょう。男女とも金メダルを獲得し、卓球ニッポンの復活を期待しています。
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玉島医師会の地域包括ケアへの関わり

 玉島医師会 地域福祉担当理事　進藤　　真

　昨年度、岡山県医療介護連携体制整備事業における郡市等医師会実施事業として、玉島医
師会で開催している『玉島地区ケアマネ交流会』が承認されました。『ケアマネ交流会』は
玉島・船穂地域の医師、歯科医師、薬剤師とケアマネージャーの連携を進めるために、2011
年から毎年継続開催してきました。“顔の見える連携”“地域の医療・介護の情報共有”を目
的に毎回、玉島医師会、玉島歯科医師会、岡山県薬剤師会玉島支部と地域包括支援センター、
居宅支援事業所のケアマネージャーが参加しています。交流会では医療介護をテーマとした
講演と医師会、歯科医師会、薬剤師会からそれぞれの事業内容の紹介や参加会員の自己紹介
とグループワーク等を行っています。グループワークでは医師、歯科医師が各々のグループ
に分かれてケアマネージャーと医療介護の連携について「お互いに聞きたいこと、こうした
らいいなと思っていること」などの意見交換をしています。毎回、100名前後の参加者があり、
継続開催することで連携を深めています。
　当医師会では“顔の見える連携”として『玉島地区訪問看護の集い』も毎年開催してきま
した。内容は医師会、歯科医師会員の講演と各訪問看護ステーションの紹介などで、これま
で『AEDを使用した救命症例』『眼科の訪問診療』『医療介護連携シートの活用』『歯科の訪
問診療』『摂食嚥下障害への対応』など医師会、歯科医師会の取り組みの紹介や在宅の現場
で生かせる内容の講演を行ってきました。ステーションからは症例報告や活動内容の紹介を
事業所毎で１カ所ずつ行ってきました。玉島・船穂・真備地域の訪問看護ステーションのス
タッフが参加しており、2019年２月の集いでは『西日本豪雨災害を体験して』の演題で真備
の「訪問看護ステーションあんど」から発災時から現在に至る経過の報告があり、災害時の
行動と課題、災害対策の見直しに加え、利用者の方の災害死やスタッフの心のケアなど災害
対策に関わる医療者への教訓を共有できた集いでした。真備の豪雨災害の際には普段からの
連絡連携もあり、玉島の各訪問看護ステーション間では発災時から物品や人員の支援を行っ
てきました。
　地域包括ケアへの医師会の関わりとして『玉島・船穂・真備地区地域ケア会議』は医師会、
歯科医師会、薬剤師会と自治体、地域の各種団体が参加して継続開催しています。詳細は私
が投稿した岡山県医師会報1500号【会員の声】を参照ください。
　地域ケア会議に加えて、玉島地区では地域のヘルスプロモーションを進める会として健康
くらしき21・Ⅱ推進会議を継続開催しています。倉敷市健康増進計画では、健康課題解決に
向けての取り組みを「運動」「栄養」「休養」「歯の健康」「たばこ・アルコール」「健康管理分野」
の６分野にまとめました。運動、栄養、歯の健康などはフレイル対策としても重要な分野です。
この会議も地域の各種団体や住民が参加しており医師会、歯科医師会、薬剤師会、教員、保
健師、民生委員、栄養改善委員、愛育委員、マスメディア（地域のケーブルテレビ局）、商工会、
スポーツジム事業者などのメンバーで構成されています。2016年度は守屋直人玉島医師会長
や仁科晃理事の参加した健康に関するシリーズ番組を製作しました。2017年からは私が担当
して参加。健康サミットとして市民交流センターで市民公開での健康づくりイベントを毎年
開催しています。また、昨年は市民参加で各自の健康づくりに関するテーマを設定した教室
も半年間かけて開催しました。
　地域包括ケアは認知症、在宅など医療・介護だけでなく、住民参加、保健、福祉の関わり
も重要です。災害への対応を含めて“地域まるごと健康づくり”を進めるために医師が地域
へ出かけること、地域の様々な団体と連絡連携を取ることがますます重要になってきています。
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